
溝上慎一の教育論（動画チャンネル） No409

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.
https://smizok.com/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

②補足Part2 現場の授業力に配慮して高次の資質･
能力は評価せず－現実対応、それで現場は変わるか？

（次期学習指導要領にむけた審議まとめの方向性）



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発揮」へ、
最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ探究
（個人探究）へ
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②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ－単元を超えるか否か－

②補足Part2 現場の授業力に配慮して高次の資質･能力は評価せず－現実対応、
それで現場は変わるか？

④ 学習評価（観点別評価）－学びに向かう力・人間性等を各教科等の個別水
準で見取れる形式を示せるか？

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレをどのよ
うに埋めるか
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『論点整理』（2025年9月25日）
と
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に対応させた深い学び

・⽯井英真 (2020). 授業づくりの深め⽅−「よい授業」をデザインするための５つのツボ− ミネルヴァ書房
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での授業づくり（＝概念型授業[指導・学習]）

単
元
の
終
了

単元を貫く問い

概念レベル

個別レベル
（知識･技能）

教科書にある知識及び技能

初発の思考や行動

統合的な理解
総合的な発揮

START

（例：中学生の歴史）「明治政府はどのように国づくりを進めたのだろうか」（帝国書院）
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最後の問題点

１「見方・考え方」との関係

２ 高次の資質・能力の「高次」はどこまで？
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内容のまとまり

１ ごみはどこへ
２ 水はどこから
３ くらしと電気

３章 自然災害にそなえるまち
づくり

１ 水害に備えるまちづくり
２ 火山の噴火にそなえて
３ 雪の災害にそなえて

教科書『小学社会４』（教育出版）

単元

単元

単元

２章 健康なくらしとまちづくり

目標と内容

・国立教育政策研究所教育課程研究センター『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する
参考資料』令和2 [2020] 年3月（各教科版）

・「教育課程企画特別部会（第15回）」令和8 [2026]年5月13日

目標と内容に基づいた「指導と評価の一体化」（学習評価）
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高次の資質・能力の はどこまで？

高次の資質・能力

高次の資質・能力は
中核的な概念層まで

考え方１

高次の資質・能力は
見方・考え方まで

考え方２



（私見）

• 単元とは、目標と内容のまとまりを実際の
指導や学習に落とし込んだ、あるまとまり
のある学習時間や内容のこと

（例：8時間構成で行う指導や学習）

• 単元学習を通して、内容のまとまりまで評価す
ることが求められる（＝指導と評価の一体化）

• 改訂審議では、内容を観点（知識及び技能／思考力・判断力・表現力等）に
対応させるだけでなく、高次の資質･能力（統合的な理解・総合的な発揮）
にまで対応させて、一体的表記をしている。

• 以上のことは、単元学習が高次の資質・能力を身に付けることまで含めて扱わ
れていることを意味する。

こ
こ
が
間
違
っ
て

い
ま
す

• 教科の本質は、内容のまとまりを総合的にまとめた見方･考え方として示される
ものであり、それゆえ、単元を超えることが教科の本質と言うことはできても、
単元を超えた学習（見方・考え方）を評価対象とまで言うことはできない。



「教育課程企画特別部会（第15回）」令和8 [2026]年5月13日

評価対象はここ

※高次の資質・能力
（統合・総合）は直接
的な評価対象ではない

高次の資質・能力
を「活かして」単
元構想を求める

１

２
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知の構造に対応させて理解すると…

高次の資質・能力
（統合・総合）

単元目標･評価対象

大
中
小
様
々
な
単
元
学
習

を
通
し
て
統
合･

総
合
を

練
り
上
げ
て
い
く
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問題点

• いわゆるカリキュラム・オーバーロードの
問題はどこに行ったか？

→概念型授業（指導・学習）というのは、
第２層（概念･方略）を主軸にして第１層
（事実･技能）の学習を行うことだが、結
局は第１層から第２層へと上げるこれまで
の授業法を踏襲することとなる。これでカリキュラム・オーバーロードの問題は
クリアーするのか。また、本質的に現行の指導要領と何が新しくなったのか。

→主体的・対話的な学び（特に話し合いやICT利用など）によって学習における
情報量は膨大になっている。今後、これにデジタル教科書の部分導入によって情
報量はますます膨大となる。私はこの問題までにらんでの（中核的な）概念の深
い理解（＝概念型授業）による解消だと考えてきたが、どうもそうではないよう
だ。しかし…。



• 「高次の資質・能力」と呼んでいるが、各
教科等WGからまとめられたものは、これま
でも各教科等が目指す目標、内容（のまと
まり）を最新のものにしただけのもので
あって、決して高度な資質・能力を目指す
ものとはなっていない。評価対象にならな
いということで、各教科等は納得するの
か？

• 教師は国がここまで配慮しないと概念型授
業ができないのか。
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